
キャリア教育
児童生徒一人一人の発達を支える観点から、平成２９年３月に公示された小学校学習指導要領、中学

校学習指導要領に、キャリア教育の充実と教育課程の関係について明記された。その記述は以下のとお

りである。なお、ここでいうキャリア教育とは、「一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤

となる能力や態度を育てることを通じて、キャリア発達を促す教育」である。また、キャリア発達とは、

「社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していく過程」をいう。 

 

【キャリア教育が必要となった背景と課題】 

《背景》 

・情報化・グローバル化・少子高齢化・消費社会等を背景とした子どもたちが育つ社会環境の変化

・産業・経済の構造的変化、雇用の多様化・流動化等がもたらす子どもたち自らの将来の捉え方の変化

《課題》 

・人間関係をうまく築くことができない

・自分で意思決定できない

・自己肯定感をもてない

・将来に希望をもつことができない

 

 

児童が、学ぶことと自己の将来とのつなが

りを見通しながら、社会的・職業的自立に向

けて必要な基盤となる資質・能力を身に付け

ていくことができるよう、特別活動を要とし

つつ各教科等の特質に応じて、キャリア教育

の充実を図ること。

生徒が、学ぶことと自己の将来とのつなが

りを見通しながら、社会的・職業的自立に向

けて必要な基盤となる資質・能力を身に付け

ていくことができるよう、特別活動を要とし

つつ各教科等の特質に応じて、キャリア教育

の充実を図ること。その中で、生徒が自らの

生き方を考え主体的に進路を選択すること

ができるよう、学校の教育活動全体を通じ、

組織的かつ計画的な進路指導を行うこと。

前半の記述では、小学校と中学校が

共通しています。下線部の記述で、中

学校においては、キャリア教育が進路

指導を含むことを明記しています。 

中央教育審議会答申（以下、中教審答申）（平成２８年１２月２１日）では、キャリア教

育について次のような指摘があります。 

・職場体験活動のみをもってキャリア教育を行ったものとしているのではないか

・社会への接続を考慮せず、次の学校段階への進学のみを見据えた指導を行っているのでは

ないか

・職業を通じて未来の社会を創り上げていくという視点に乏しく、特定の既存組織のこれま

での在り方を前提に指導が行われているのではないか

・将来の夢を描くことばかりに力点が置かれ、「働くこと」の現実や必要な資質・能力の育

成につなげていく指導が軽視されているのではないか 

子どもたちが「生きる力」を身に付け、社会の激

しい変化に流されることなく、それぞれが直面する

であろう様々な課題に柔軟かつたくましく対応し、

社会人として自立していくことができるようにす

るキャリア教育の充実が求められています。 

小学校学習指導要領 総則 第４ １（３） 中学校学習指導要領 総則 第４ １（３） 
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１ キャリア教育



 
 
○キャリア教育における「基礎的・汎用的能力」（「基礎的・汎用的能力」とは、包括的な能力概

念であり、必要な要素をできる限り分かりやすく提示するという観点でまとめたものである） 
【人間関係形成・社会形成能力】 【自己理解・自己管理能力】 

多様な他者の考えや立場を理解し、相手の意

見を聴いて自分の考えを正確に伝えることがで

きるとともに、自分の置かれている状況を受け

止め、役割を果たしつつ他者と協力・協働して

社会に参画し、今後の社会を積極的に形成する

ことができる力 

自分が「できること」「意義を感じること」「し

たいこと」について、社会との相互関係を保ち

つつ、今後の自分自身の可能性を含めた肯定的

な理解に基づき主体的に行動すると同時に、自

らの思考や感情を律し、かつ、今後の成長のた

めに進んで学ぼうとする力 
【課題対応能力】 【キャリアプランニング能力】 

仕事をする上での様々な課題を発見・分析し、

適切な計画を立ててその課題を処理し、解決す

ることができる力 

「働くこと」の意義を理解し、自らが果たす

べき様々な立場や役割との関連を踏まえて「働

くこと」を位置付け、多様な生き方に関する様々

な情報を適切に取捨選択・活用しながら、自ら

主体的に判断してキャリアを形成していく力 
・４つの能力は、それぞれが独立したものではなく、相互に関連・依存した関係にある 

 ・４つの能力は、すべての者が同じ程度あるいは均一に身に付けることを求めるものではない 
 ・どのようなまとまりで、どの程度身につけさせるかは、学校や地域の特色、専攻分野の特性や子ども・ 

若者の発達の段階によって異なる 

 

 

               
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ キャリア教育で育成をめざす資質・能力 

 
・キャリア形成の方向性と関連づけながら今後の成長のために学びに向かう力 
・問題を発見し、それを解決しようとする態度 
・自らの役割を果たしつつ、多様な人々と協働しながら、よりよい人生や社会を 

構築していこうとする態度 

 
・学ぶこと・働くことの意義の理解 
・問題を発見・解決したり、多様な人々と考

えを伝え合って合意形成を図ったり、自己

の考えを深めて表現したりするための方

法に関する理解と、そのために必要な技能 
・自分自身の個性や適性等に関する理解と、

自らの思考や感情を律するために必要な

技能 

 
・問題を発見・解決したり、多様な人々と考

えを伝え合って合意形成を図ったり、自己

の考えを深めて表現したりすることがで

きる力 
・自分が「できること」「意義を感じること」

「したいこと」をもとに、自分と社会との

関係を考え、主体的にキャリアを形成して

いくことができる力 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

学びに向かう力・人間性等 

上記４つの能力を統合的に捉え、資質・能力の三つの柱に沿って整理すると、以下のようになる。 
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1　キャリア教育で育成をめざす資質・能力



 
 

【キャリア教育の目標設定にあたって】 

 キャリア教育とは、「一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てる

ことを通じて、キャリア発達を促す教育」であり、これら能力や態度を育てることを通じて、キャリア

発達を促すことを目指すものである。したがって、キャリア教育の定義をキャリア教育の目標に置き換

えることができる。なお、各学校の目標設定にあたっては、地域・学校の特色を生かし、児童生徒の実

態とキャリア教育で育成を目指す資質・能力とを整理した上で設定することが重要である。 

 

 

就 

 

学 

 

前 

小学校 中学校 高等学校 
大

学 

・ 

専

門

学

校 

・

社

会

人

〈 キ ャ リ ア 発 達 段 階 〉 

進路の探索・選択にかかる 

基盤形成の時期 

現実的探索と 

暫定的選択の時期 

現実的探索・試行と 

社会的移行準備の時期 

・自己及び他者への積極的関

心の形成・発展 

・身のまわりの仕事や環境へ

の関心・意欲の向上 

・夢や希望、あこがれる自己

のイメージの獲得 

・勤労を重んじ目標に向かっ

て努力する態度の育成 

・肯定的自己理解と自己有用

感の獲得 

・興味・関心等に基づく勤労

観・職業観の形成 

・進路計画の立案と暫定的選

択 

・生き方や進路に関する現実

的探索 

・自己理解の深化と自己受容 

・選択基準としての勤労観、

職業観の確立 

・将来設計の立案と社会的移

行の準備 

・進路の現実吟味と試行的参

加 

【教育課程編成にあたって】 

【特別活動を要とする】 【学校と社会との接続を意識する】 

学級活動を中核としながら、総合的な学習の時

間や学校行事、特別の教科 道徳や各教科におけ

る学習を生かす。 

例）小学校 第５学年 特別活動「よりよい学級づ

くり」（学級活動 ２内容（３）） 

 次の学校段階への進学のみを見据えた指導で

はなく、職業を通じて未来の社会を創り上げてい

くという視点をもつ。 

例）中学校 第３学年 特別活動「人はなぜ働くの

か」（学級活動 ２内容（３）） 

 

 教科・科目等の学習指導において、自己のキャ

リア形成の方向性と関連づけながら、見通しや振

り返りを意識する。 

例）中学校 第３学年 社会「よりよい社会をめざ

して」（Ｄ私たちと国際社会の諸課題（２）） 

 

 各学校が育成を目指す資質・能力を共有し、地

域全体で子どもの社会的・職業的自立に向けた基

盤を作っていく。 

例）小学校 第４学年 社会「住みよいくらしをつ

くる」（２内容（５）） 

【見通しを持ったり振り返ったりする】 【地域との連携・協働を進める】 

２ 教育課程編成上のポイント 

小・中・高等学校を見通した、かつ、学校の教育活動全体を通じた取組 

下の表は、「小学校・中学校・高等学校におけるキャリア発達」を示しています。

これを参考に、系統性を踏まえた指導をすることが重要です。 
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2　教育課程編成上のポイント



【学習や生活の見通しを立て、振り返る教材の活用について】 

中教審答申（平成２８年１２月２１日）では、「小・中・高等学校を見通した、かつ、学校の教育活

動全体を通じたキャリア教育の充実を図るため、キャリア教育の中核となる特別活動について、その役

割を一層明確にする観点から、小・中・高等学校を通じて、学級活動・ホームルーム活動に一人一人の

キャリア形成と実現に関する内容を位置付けるとともに、『キャリア・パスポート（仮称）』の活用を

図ることを検討する」とされている。これは、新学習指導要領で「児童（生徒）が活動を記録し蓄積す

る教材等を活用すること」とされており、こうした活動を行うに当たっては、振り返って気付いたこと

や考えたことなどを、児童生徒が記述して蓄積する、いわゆるポートフォリオ的な教材のようなものを

活用することを示している。その意義として、以下の三つが挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

新学習指導要領における「キャリア教育」について育成を目指す資質・能力に関する各教科等の内容

（主要なものを抜粋） 

 校学中 校学小

●総則 第4の1 

(3) 児童が、学ぶことと自己の将来とのつながりを

見通しながら、社会的・職業的自立に向けて必要

な基盤となる資質・能力を身に付けていくことが

できるよう、特別活動を要としつつ各教科等の特

質に応じて、キャリア教育の充実を図ること。 

●総則 第4の1 

(3) 生徒が、学ぶことと自己の将来とのつながりを

見通しながら、社会的・職業的自立に向けて必要

な基盤となる資質・能力を身に付けていくことが

できるよう、特別活動を要としつつ各教科等の特

質に応じて、キャリア教育の充実を図ること。そ

の中で、生徒が自らの生き方を考え主体的に進路

を選択することができるよう、学校の教育活動全

体を通じ、組織的かつ計画的な進路指導を行うこ

と。 

●国語科（第2 各学年の目標及び内容） 

＜第3学年及び第4学年＞ 

2A(1)ｵ 目的や進め方を確認し、司会などの役割を

果たしながら話し合い、互いの意見の共通点や相

違点に着目して、考えをまとめること。 

＜第5学年及び第6学年＞ 

2C(2)ｲ 詩や物語、伝記などを読み、内容を説明し

●国語科 

〈第2学年〉（第2 各学年の目標及び内容） 

1(2) 論理的に考える力や共感したり想像したりす

る力を養い、社会生活における人との関わりの中

で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた

り深めたりすることができるようにする。 

〈第3学年〉（第3 指導計画の作成と内容の取扱い） 

３ 新学習指導要領におけるキャリア教育 

１ キャリア教育の要としての特別活動の意義が明確になる 

・各教科等の学びと特別活動における学びが往還し、教科等の枠を超えて、それぞれの学

習が自己のキャリア形成につながっていくこと。 

２ 小学校から中学校、高等学校へと系統的なキャリア教育を進めることに資する 

 ・都道府県市町村内あるいは中学校区内の小学校、中学校において、連続した取組が可能

となるよう教材等の工夫や活用方法を共有。 

３ 児童生徒にとっての自己理解、教師にとっての児童生徒理解を深めるためのものとなる 

 ・児童生徒にとっては、現在に至るまで、どのように成長してきたかを把握することがで

きる。それを基に教師と対話をしたり児童生徒同士の話合いを行ったりすることを通し

て自分自身のよさ、興味関心など、多面的・多角的に自己理解を深める。教師にとって

は一人一人の児童生徒の様々な面に気付き、児童生徒理解を深める。 
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3　新学習指導要領におけるキャリア教育



たり、自分の生き方などについて考えたことを伝

え合ったりする活動。 

3(2)ｵ 人生について考えを深め、豊かな人間性を養

い、たくましく生きる意志を育てるのに役立つこ

と。 

●社会科（第2 各学年の目標及び内容） 

＜第3学年＞ 

2(2)ｱ(ｱ) 生産の仕事は、地域の人々の生活と密接

な関わりをもって行われていることを理解するこ

と。 

2(3)ｱ(ｱ) 消防署や警察署などの関係機関は、地域

の安全を守るために、相互に連携して緊急時に対

処する体制をとっていることや、関係機関が地域

の人々と協力して火災や事故などの防止に努めて

いることを理解すること。 

＜第4学年＞ 

2(4)ｲ(ｲ) 当時の世の中の課題や人々の願いなどに

着目して、地域の発展に尽くした先人の具体的事

例を捉え、先人の働きを考え、表現すること。 

2(5)ｱ(ｱ) 県内の特色ある地域では、人々が協力し、

特色あるまちづくりや観光などの産業の発展に努

めていることを理解すること。 

＜第5学年＞ 

2(2)ｲ(ｲ) 生産の工程、人々の協力関係、技術の向

上、輸送、価格や費用などに着目して、食料生産

に関わる人々の工夫や努力を捉え、その働きを考

え、表現すること。 

2(3)ｲ(ｲ) 製造の工程、工場相互の協力関係、優れ

た技術などに着目して、工業生産に関わる人々の

工夫や努力を捉え、その働きを考え、表現するこ

と。 

2(4)ｲ(ｲ) 情報の種類、情報の活用の仕方などに着

目して、産業における情報活用の現状を捉え、情

報を生かして発展する産業が国民生活に果たす役

割を考え、表現すること。 

2(5)ｱ(ｳ) 関係機関や地域の人々の様々な努力によ

り公害の防止や生活環境の改善が図られてきたこ

とを理解するとともに、公害から国土の環境や国

民の健康な生活を守ることの大切さを理解するこ

と。 

＜第6学年＞ 

2(1)ｲ(ｲ) 政策の内容や計画から実施までの過程、

法令や予算との関わりなどに着目して、国や地方

公共団体の政治の取組を捉え、国民生活における

政治の働きを考え、表現すること。 

2(2)ｲ(ｱ) 世の中の様子、人物の働きや代表的な文

化遺産などに着目して、我が国の歴史上の主な事

象を捉え、我が国の歴史の展開を考えるとともに、

歴史を学ぶ意味を考え、表現すること。 

2(3)ｲ(ｲ) 地球規模で発生している課題の解決に向

けた連携・協力などに着目して、国際連合の働き

や我が国の国際協力の様子を捉え、国際社会にお

いて我が国が果たしている役割を考え、表現する

こと。 

●社会科（第2 各分野の目標及び内容） 

【地理的分野】 

2B(1)ｱ(ｲ) 世界各地における人々の生活やその変

容を基に、世界の人々の生活や環境の多様性を理

解すること。その際、世界の主な宗教の分布につ

いても理解すること。 

2C(4)ｲ(ｱ) 地域の在り方を、地域の結びつきや地域

の変容、持続可能性などに着目し、そこで見られ

る地理的な課題について多面的・多角的に考察、

構想し、表現すること。 

【歴史的分野】 

2A(2)ｲ(ｱ) 比較や関連、時代的な背景や地域的な環

境、歴史と私たちとのつながりなどに着目して、

地域に残る文化財や諸資料を活用して、身近な地

域の歴史的な特徴を多面的・多角的に考察し、表

現すること。 

2C(2)ｲ(ｳ) これまでの学習を踏まえ、歴史と私たち

とのつながり、現在と未来の日本や世界の在り方

について、課題意識をもって多面的・多角的に考

察、構想し、表現すること。 

3(1)ｵ 歴史に見られる国際関係や文化交流のあら

ましを理解させ、我が国と諸外国の歴史や文化が

相互に深く関わっていることを考察させるように

すること。その際、歴史に見られる文化や生活の

多様性に気付かせること。 

【公民的分野】 

2A(1)ｲ(ｱ) 少子高齢化、情報化、グローバル化など

が現在と将来の政治、経済、国際関係に与える影

響について多面的・多角的に考察し、表現するこ

と。 

2A(2)ｱ(ｲ) 人間は本来社会的存在であることを基

に、個人の尊厳と両性の本質的平等、契約の重要

性やそれを守ることの意義及び個人の責任につい

て理解すること。 

2B(1)ｱ(ｴ) 勤労の権利と義務、労働組合の意義及び

労働基準法の精神について理解すること。 

2B(2)ｱ(ｲ) 財政及び租税の意義、国民の納税の義務

について理解すること。 

2D(2)ｱ 私たちがよりよい社会を築いていくために

解決すべき課題を多面的・多角的に考察、構想し、

自分の考えを説明、論述すること。 

3(1)ｴ 合意形成や社会参画を視野に入れながら、取

り上げた課題について構想したことを、妥当性や

効果、実現可能性などを踏まえて表現できるよう

指導すること。 

3(2)ｱ(ｱ) 「情報化」については、人工知能の急速

な進化などによる産業や社会の構造的な変化など

と関連付けたり、災害時における防災情報の発

信・活用などの具体的事例を取り上げたりするこ

と。ｱの(ｲ)の「現代社会における文化の意義と影

響」については、科学、芸術、宗教などを取り上

げ、社会生活との関わりなどについて学習できる

ように工夫すること。 
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●算数（第2 各学年の目標及び内容） 

＜第1学年＞ 

1(3) 数量や図形に親しみ、算数で学んだことのよ

さや楽しさを感じながら学ぶ態度を養う。 

＜第2学年＞ 

2A(1)ｲ(ｱ) 数のまとまりに着目し、大きな数の大き

さの比べ方や数え方を考え、日常生活に生かすこ

と。 

＜第3学年＞ 

2B(1)ｲ(ｱ) 図形を構成する要素に着目し、構成の仕

方を考えるとともに、図形の性質を見いだし、身

の回りのものの形を図形として捉えること。 

＜第4学年＞ 

2C(2)ｲ(ｱ) 日常の事象における数量の関係に着目

し、図や式などを用いて、ある二つの数量の関係

と別の二つの数量の関係との比べ方を考察するこ

と。 

＜第5学年＞ 

〔数学的活動〕 

(1)ｱ 日常の事象から算数の問題を見いだして解決

し、結果を確かめたり、日常生活等に生かしたり

する活動 

＜第6学年＞ 

〔数学的活動〕 

(1)ｳ 問題解決の過程や結果を、目的に応じて図や

式などを用いて数学的に表現し伝え合う活動 

●数学（第2 各学年の目標及び内容） 

＜第1学年＞ 

2A(2)ｲ(ｱ) 具体的な場面と関連付けて、一次式の加

法と減法の計算の方法を考察し表現すること。 

2D(2)ｲ(ｱ) 多数の観察や多数回の試行の結果を基

にして、不確定な事象の起こりやすさの傾向を読

み取り表現すること。 

〔数学的活動〕 

(1)ｳ 数学的な表現を用いて筋道立てて説明し伝え

合う活動 

＜第2学年＞ 

B(2)ｱ(ｲ) 証明の必要性と意味及びその方法につい

て理解すること。 

C(1)ｱ(ｲ) 事象の中には一次関数として捉えるもの

があることを知ること。 

＜第3学年＞ 

〔数学的活動〕 

(1)ｳ 数学的な表現を用いて論理的に説明し伝え合

う活動 

●理科（第2 各学年の目標及び内容） 

＜第3学年＞ 

1(2)② 身の回りの生物、太陽と地面の様子につい

て追究する中で、主に差異点や共通点を基に、問

題を見出す力を養う。 

＜第4学年＞ 

2A(2)ｲ 金属、水及び空気の性質について追究する

中で、既習の内容や生活経験を基に、金属、水及

び空気の温度を変化させたときの体積や状態の変

化、熱の伝わり方について、根拠のある予想や仮

説を発想し、表現すること。 

＜第5学年＞ 

2B(3)ｱ(ｳ) 雨の降り方によって、流れる水の量や速

さは変わり、増水により土地の様子が大きく変化

する場合があること。 

＜第6学年＞ 

2A(3)ｱ(ｲ) 身の回りには、てこの規則性を利用した

道具があること。 

2B(3)ｱ(ｱ) 生物は、水及び空気を通して周囲の環境

と関わって生きていること。 

2B(3)ｱ(ｳ) 人は、環境と関わり、工夫して生活して

いること。 

●理科（第2 各分野の目標及び内容） 

〔第1分野〕 

2(1)ｱ 身近な物理現象を日常生活や社会と関連付

けながら、次のことを理解するとともに、それら

の観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

2(7)ｲ 日常生活や社会で使われているエネルギー

や物質について、見通しをもって観察、実験など

を行い、その結果を分析して解釈するとともに、

自然環境の保全と科学技術の利用の在り方につい

て、科学的に考察して判断すること。 

〔第2分野〕 

2(7)ｱ(ｲ)㋐ 自然環境の保全と科学技術の利用  

自然環境の保全と科学技術の利用の在り方に

ついて科学的に考察することを通して、持続可能

な社会をつくることが重要であることを認識す

ること。 

生活（第2 各学年の目標及び内容） 

＜第1学年及び第2学年＞ 

1(3) 自分自身を見つめることを通して、自分の生

活や成長、身近な人々の支えについて考えること

ができ、自分のよさや可能性に気付き、意欲と自

信をもって生活するようにする。 

(2) 家庭生活に関わる活動を通して、家庭における

家族のことや自分でできることなどについて考え
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ることができ、家庭での生活は互いに支え合って

いることが分かり、自分の役割を積極的に果たし

たり、規則正しく健康に気を付けて生活したりし

ようとする。 

2(3) 地域に関わる活動を通して、地域の場所やそ

こで生活したり働いたりしている人々について考

えることができ、自分たちの生活は様々な人や場

所と関わっていることが分かり、それらに親しみ

や愛着をもち、適切に接したり安全に生活したり

しようとする。 

2(8) 自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々

と伝え合う活動を通して、相手のことを想像した

り伝えたいことや伝え方を選んだりすることがで

き、身近な人々と関わることのよさや楽しさが分

かるとともに、進んで触れ合い交流しようとする。 

2(9) 自分自身の生活や成長を振り返る活動を通し

て、自分のことや支えてくれた人々について考え

ることができ、自分が大きくなったこと、自分で

できるようになったこと、役割が増えたことなど

が分かるとともに、これまでの生活や成長を支え

てくれた人々に感謝の気持ちをもち、これからの

成長への願いをもって、意欲的に生活しようとす

る。 

●音楽（第2 各学年の目標及び内容） 

＜第1学年及び第2学年＞ 

1(3) 楽しく音楽に関わり、協働して音楽活動をす

る楽しさを感じながら、身の回りの様々な音楽に

親しむとともに、音楽経験を生かして生活を明る

く潤いのあるものにしようとする態度を養う。 

＜第3学年及び第4学年＞ 

1(3) 進んで音楽に関わり、協働して音楽活動をす

る楽しさを感じながら、様々な音楽に親しむとと

もに、音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあ

るものにしようとする態度を養う。 

＜第5学年及び第6学年＞ 

1(3) 主体的に音楽に関わり、協働して音楽活動を

する楽しさを味わいながら、様々な音楽に親しむ

とともに、音楽経験を生かして生活を明るく潤い

のあるものにしようとする態度を養う。 

●音楽 

（第2 各学年の目標及び内容） 

＜第1学年＞ 

1(3) 主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に 取

り組み、音楽活動の楽しさを体験することを通し

て、音楽文化に親しむとともに、音楽によって生

活を明るく豊かなものにしていく態度を養う。 

＜第2学年及び第3学年＞ 

1(3) 主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り

組み、音楽活動の楽しさを体験することを通して、

音楽文化に親しむとともに、音楽によって生活を

明るく豊かなものにし、音楽に親しんでいく態度

を養う。 

（第3 指導計画の作成と内容の取扱い） 

2(1)ｵ 生徒が学校内及び公共施設などの学校外に

おける音楽活動とのつながりを意識できるように

するなど、生徒や学校、地域の実態に応じ、生活

や社会の中の音や音楽、音楽文化と主体的に関わ

っていくことができるよう配慮すること。 

●図画工作（第2 各学年の目標及び内容） 

＜第1学年及び第2学年＞ 

1(3) 楽しく表現したり観賞したりする活動に取り

組み、つくりだす喜びを味わうとともに、形や色

などに関わり楽しい生活を創造しようとする態度

を養う。 

＜第3学年及び第4学年＞ 

2B(1)ｱ 身近にある作品などを観賞する活動を通し

て、自分たちの作品や身近な美術作品、製作の過

程などの造形的なよさや面白さ、表したいこと、

いろいろな表し方などについて、感じ取ったり考

えたりし、自分の見方や感じ方を広げること。 

＜第5学年及び第6学年＞ 

2A(1)ｲ 絵や立体、工作に表す活動を通して、感じ

●美術（第2 各学年の目標及び内容） 

＜第1学年＞ 

1(3) 楽しく美術の活動に取り組み創造活動の喜び

を味わい、美術を愛好する心情を培い、心豊かな

生活を創造していく態度を養う。 

2Bｲ(ｲ) 身近な地域や日本及び諸外国の文化遺産な

どのよさや美しさなどを感じ取り、美術文化につ

いて考えるなどして、見方や感じ方を広げること。 

＜第2学年及び第3学年＞ 

1(3) 主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜

びを味わい、美術を愛好する心情を深め、心豊か

な生活を創造していく態度を養う。 

2A(1)ｲ(ｳ) 使う目的や条件などを基に、使用する者

の立場、社会との関わり、機知やユーモアなどか
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たこと、想像したこと、見たこと、伝え合いたい

ことから、表したいことを見付けることや、形や

色、材料の特徴、構成の美しさなどの感じ、用途

などを考えながら、どのように主題を表すかにつ

いて考えること。 

ら主題を生み出し、使いやすさや機能と美しさな

どとの調和を総合的に考え、表現の構想を練るこ

と。 

2B(1)ｲ(ｲ) 日本の美術作品や受け継がれてきた表

現の特質などから、伝統や文化のよさや美しさを

感じ取り愛情を深めるとともに、諸外国の美術や

文化との相違点や共通点に気付き、美術を通した

国際理解や美術文化の継承と創造について考える

などして、見方や感じ方を深めること。 

●家庭（第2 各学年の内容） 

＜第5学年及び第6学年＞ 

1A(1)ｱ 自分の成長を自覚し、家庭生活と家族の大

切さや家庭生活が家族の協力によって営まれてい

ることに気付くこと。 

1A(2)ｱ 家庭には、家庭生活を支える仕事があり、

互いに協力し分担する必要があることや生活時間

の有効な使い方について理解すること。 

1A(3)ｱ(ｲ) 家庭生活は地域の人々との関わりで成

り立っていることが分かり、地域の人々との協力

が大切であることを理解すること。 

1A(4)ｱ 日常生活の中から問題を見いだして課題を

設定し、よりよい生活を考え、計画を立てて実践

できること。 

1C(2)ｱ 自分の生活と身近な環境との関わりや環境

に配慮した物の使い方などについて理解するこ

と。 

 

●技術・家庭（第2 各分野の目標及び内容） 

〔技術分野〕 

1(3) よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築

に向けて、適切かつ誠実に技術を工夫し創造しよ

うとする実践的な態度を養う。 

3(6)ｲ 知的財産を創造、保護及び活用しようとする

態度、技術に関わる倫理観、並びに他者と協働し

て粘り強く物事を前に進める態度を養うことを目

指すこと。 

〔家庭分野〕 

2A(1)ｱ 自分の成長と家族や家庭生活との関わりが

分かり、家族・家庭の基本的な機能について理解

するとともに、家族や地域の人々と協力・協働し

て家庭生活を営む必要があることに気付くこと。 

2A(4)ｱ 家族、幼児の生活又は地域の生活の中から

問題を見いだして課題を設定し、その解決に向け

てよりよい生活を考え、計画を立てて実践できる

こと。 

2B(7)ｱ 食生活、衣生活、住生活の中から問題を見

いだして課題を設定し、その解決に向けてよりよ

い生活を考え、計画を立てて実践できること。 

 

●体育（第2 各学年の目標及び内容） 

＜第1学年及び第2学年＞ 

1(3) 各種の運動遊びに進んで取り組み、きまりを

守り誰とでも仲よく運動をしたり、健康・安全に

留意したりし、意欲的に運動をする態度を養う。 

＜第3学年及び第4学年＞ 

1(3) 各種の運動に進んで取り組み、きまりを守り

誰とでも仲よく運動をしたり、友達の考えを認め

たり、場や用具の安全に留意したりし、最後まで

努力して運動をする態度を養う。また、健康の大

切さに気付き、自己の健康の保持増進に進んで取

り組む態度を養う。 

＜第5学年及び第6学年＞ 

1(3) 各種の運動に積極的に取り組み、約束を守り

助け合って運動をしたり、仲間の考えや取組を認

めたり、場や用具の安全に留意したりし、自己の

最善を尽くして運動をする態度を養う。また、健

康・安全の大切さに気付き、自己の健康の保持増

進や回復に進んで取り組む態度を養う。 

●保健体育（第2 各学年の目標及び内容） 

＜体育分野 第1学年及び第2学年＞ 

1(3) 運動における競争や協働の経験を通して、公

正に取り組む、互いに協力する、自己の役割を果

たす、一人一人の違いを認めようとするなどの意

欲を育てるとともに、健康・安全に留意し、自己

の最善を尽くして運動をする態度を養う。 

＜体育分野 第3学年＞ 

1(3) 運動における競争や協働の経験を通して、公

正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果

たす、参画する、一人一人の違いを大切にしよう

とするなどの意欲を育てるととともに、健康・安

全を確保して、生涯にわたって運動に親しむ態度

を養う。 

〔保健分野〕 

1(3) 生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指

し、明るく豊かな生活を営む態度を養う。 

2(2)ｱ(ｳ) 知的機能、情意機能、社会性などの精神

機能は、生活経験などの影響を受けて発達するこ

と。また、思春期においては、自己の認識が深ま

り、自己形成がなされること。 

2(4)ｱ(ｳ) 人間の生活によって生じた廃棄物は、環

境の保全に十分配慮し、環境を汚染しないように

衛生的に処理する必要があること。 
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●外国語（第2 各言語の目標及び内容等） 

英語 

3(1)ｵ 言語活動で扱う題材は、児童の興味・関心に

合ったものとし、国語科や音楽科、図画工作科な

ど、他の教科等で児童が学習したことを活用した

り、学校行事で扱う内容と関連付けたりするなど

の工夫をすること。 

●外国語（第2 各言語の目標及び内容等） 

英語 

3(2)ｸ 各単元や各時間の指導に当たっては、コミュ

ニケーションを行う目的、場面、状況などを明確

に設定し、言語活動を通して育成すべき資質・能

力を明確に示すことにより、生徒が学習の見通し

を立てたり、振り返ったりすることができるよう

にすること。 

●特別の教科 道徳（第2 内容） 

C［勤労、公共の精神］

＜第1学年及び第2学年＞ 

働くことのよさを知り、みんなのために働くこ

と。 

＜第3学年及び第4学年＞ 

  働くことの大切さを知り、進んでみんなのため

に働くこと。 

＜第5学年及び第6学年＞ 

  働くことや社会に奉仕することの充実感を味わ

うとともに、その意義を理解し、公共のために役

に立つことをすること。 

D［よりよく生きる喜び］

  よりよく生きようとする人間の強さや気高さを

理解し、人間として生きる喜びを感じること。 

●特別の教科 道徳（第2 内容） 

C［勤労］ 

  勤労の尊さや意義を理解し、将来の生き方につ

いて考えを深め、勤労を通じて社会に貢献するこ

と。 

C［よりよい学校生活、集団生活の充実］ 

  教師や学校の人々を敬愛し、学級や学校の一員

としての自覚をもち、協力し合ってよりよい校風

をつくるとともに、様々な集団の意義や集団の中

での自分の役割と責任を自覚して集団生活の充実

に努めること。 

C［我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する態度］ 

  優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献す

るとともに、日本人としての自覚をもって国を愛

し、国家及び社会の形成者として、その発展に努

めること。 

D［よりよく生きる喜び］ 

  人間には自らの弱さや醜さを克服する強さや気

高く生きようとする心があることを理解し、人間

として生きることに喜びを見いだすこと。 

●外国語活動（第2 各言語の目標及び内容等） 

英語 

2(2)ｱ 自分のことや身近で簡単な事柄について、簡

単な語句や基本的な表現を使って、相手に配慮し

ながら、伝え合うこと。 

2(2)ｲ 身近で簡単な事柄について、自分の考えや気

持ちなどが伝わるよう、工夫して質問をしたり質

問に答えたりすること。 

2(3)①ｲ(ｲ) 自分のことや身の回りの物について、

動作を交えながら、好みや要求などの自分の気持

ちや考えなどを伝え合う活動。 

2(3)②ｱ(ｱ) 児童の身近な暮らしに関わる場面 

ｱ(ｱ) 児童の身近な暮らしに関わる場面 

 ・家庭での生活 ・学校での学習や活動 

 ・地域の行事  ・子供の遊び など 

 

●総合的な学習の時間（第2 各学校において定め 

る目標及び内容） 

3(3) 各学校において定める目標及び内容について

は、日常生活や社会との関わりを重視すること。 

3(6)ｳ 学びに向かう力、人間性等については、自分

自身に関すること及び他者や社会との関わりに関

することの両方の視点を踏まえること。 

3(7) 目標を実現するにふさわしい探究課題及 

 び探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な 

 資質・能力については、教科等を越えた全ての学 

 習の基盤となる資質・能力が育まれ、活用される 

 ものとなるよう配慮すること。 

●総合的な学習の時間（第2 各学校において定め 

る目標及び内容） 

3(3) 各学校において定める目標及び内容について

は、日常生活や社会との関わりを重視すること。 

3(6)ｳ 学びに向かう力、人間性等については、自分

自身に関すること及び他者や社会との関わりに関

することの両方の視点を踏まえること。 

3(7) 目標を実現するにふさわしい探究課題及び探

究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資

質・能力については、教科等を越えた全ての学習

の基盤となる資質・能力が育まれ、活用されるも

のとなるよう配慮すること。 
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●特別活動（第2 各活動・学校行事の目標及び内容） 

【学級活動】 

2(3)一人一人のキャリア形成と自己実現 

ｱ 現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲や

態度の形成 

  学級や学校での生活づくりに主体的に関わり、

自己を生かそうとするとともに、希望や目標をも

ち、その実現に向けて日常の生活をよりよくしよ

うとすること。 

ｲ 社会参画意識の醸成や働くことの意義の理解 

  清掃などの当番活動や係活動等の自己の役割を

自覚して協働することの意義を理解し、社会の一

員として役割を果たすために必要となることにつ

いて主体的に考えて行動すること。 

ｳ 主体的な学習態度の形成と学校図書館等の活用 

  学ぶことの意義や現在及び将来の学習と自己実

現とのつながりを考えたり、自主的に学習する場

としての学校図書館等を活用したりしながら、学

習の見通しを立て、振り返ること。 

〈第5学年及び第6学年〉 

3(2) 2の(3)の指導に当たっては、学校、家庭及び

地域における学習や生活の見通しを立て、学んだ

ことを振り返りながら、新たな学習や生活への意

欲につなげたり、将来の生き方を考えたりする活

動を行うこと。その際、児童が活動を記録し蓄積

する教材等を活用すること。 

【児童会活動】 

2(1)児童会の組織づくりと児童会活動の計画や運営 

  児童が主体的に組織をつくり、役割を分担し、

計画を立て、学校生活の課題を見いだし解決する

ために話し合い、合意形成を図り実践すること。 

【学校行事】 

2(5)勤労生産・奉仕的行事 

  勤労の尊さや生産の喜びを体得するとともに、

ボランティア活動などの社会奉仕の精神を養う

体験が得られるようにすること。 

（第3 指導計画の作成と内容の取扱い） 

2(3) 学校生活への適応や人間関係の形成などにつ

いては、主に集団の場面で必要な指導や援助を行

うガイダンスと、個々の児童の多様な実態を踏ま

え、一人一人が抱える課題に個別に対応した指導

を行うカウンセリング（教育相談を含む。）の双方

の趣旨を踏まえて指導を行うこと。特に入学当初

や各学年のはじめにおいては、個々の児童が学校

生活に適応するとともに、希望や目標をもって生

活できるよう工夫すること。あわせて、児童の家

庭との連絡を密にすること。 

 

●特別活動（第2 各活動・学校行事の目標及び内容） 

【学級活動】 

2(3)一人一人のキャリア形成と自己実現 

ｱ 社会生活、職業生活との接続を踏まえた主体的な

学習態度の形成と学校図書館等の活用 

  現在及び将来の学習と自己実現とのつながりを

考えたり、自主的に学習する場としての学校図書

館等を活用したりしながら、学ぶことと働くこと

の意義を意識して学習の見通しを立て、振り返る

こと。 

ｲ 社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成 

  社会の一員としての自覚や責任を持ち、社会生

活を営む上で必要なマナーやルール、働くことや

社会に貢献することについて考えて行動するこ

と。 

ｳ 主体的な進路の選択と将来設計 

  目標をもって、生き方や進路に関する適切な情

報を収集・整理し、自己の個性や興味・関心と照

らして考えること。 

3(2) 2の(3)の指導に当たっては、学校、家庭及び

地域における学習や生活の見通しを立て、学んだ

ことを振り返りながら、新たな学習や生活への意

欲につなげたり、将来の生き方を考えたりする活

動を行うこと。その際、生徒が活動を記録し蓄積

する教材等を活用すること。 

【生徒会活動】 

2(1)生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営 

  生徒が主体的に組織をつくり、役割を分担し、

計画を立て、学校生活の課題を見いだし解決する

ために話し合い、合意形成を図り実践すること。 

【学校行事】 

2(5)勤労生産・奉仕的行事 

  勤労の尊さや生産の喜びを体得し、職場体験活

動などの勤労観・職業観に関わる啓発的な体験が

得られるようにするとともに、共に助け合って生

きることの喜びを体得し、ボランティア活動など

の社会奉仕の精神を養う体験が得られるように

すること。 

（第3 指導計画の作成と内容の取扱い） 

2(3) 学校生活への適応や人間関係の形成、進路の

選択などについては、主に集団の場面で必要な指

導や援助を行うガイダンスと、個々の生徒の多様

な実態を踏まえ、一人一人が抱える課題に個別に

対応した指導を行うカウンセリング（教育相談を

含む。）の双方の趣旨を踏まえて指導を行うこと。

特に入学当初においては、個々の生徒が学校生活

に適応するとともに、希望や目標をもって生活を

できるように工夫すること。あわせて、生徒の家

庭との連絡を密にすること。 
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4　教科等単元配列例
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小学校 第３学年 社会「火事からくらしを守る」 内容２（３）ア（ア） 

◆単元のねらい 
 
 
 
 
◆展開例 

学習活動 主な発問と児童の反応 指導上の留意点 ◎キャリア教育の視点 
１  本時の課題を確認

する。 
 
 
２  消防士がいつでも

すぐに出動できる理
由を予想する。 

 
 
３  資料からわかった

ことをもとに、話し
合う。 

 
４ 消防士の話を聞く。 
 
５  本時のまとめをす

る。 

〇消防士が出動前に行っている準備を表す写真を
見て、どんなことに気づきますか。 

 
 
〇消防士がいつでもすぐに出動できるのは、どう

してだと思いますか。 
・消防署の建物の中に出動しやすい工夫があるの

ではないかな。  
・誰かがいつも起きているのではないか。 
〇資料や見学で調べた内容からわかったことをも

とに話し合いましょう。 
【施設や設備】・仮眠室がロッカーに近い。…  
【勤務体制】・３つの班が交代で毎日出勤。… 
〇消防士の方から、すぐに出動できる理由や思い

を聞きましょう。 
・消防士がいつでもすぐに出動することができる

のは、火事の発生に対して一刻も早く到着して
命や財産を確実に救うために、施設や設備、勤
務体制に工夫をしているからだと分かった。  

・自分たちの安全な生活は､消防署で働く方々に支
えられていると思った。  

・消防署の写真を提示し、消防士が連絡
を受けてから出動するまでに多くの準
備をすることについて気づかせ、本時
のめあてを設定する。 

・既習の学習や見学して分かったことか
ら予想させる。 

 
 
◎消防署の施設や整備、勤務体制等の工

夫が、消防士が他者と協力・協働しつ
つ自分の役割をしっかりと果たすこと
とつながっているということを実感で
きるよう、消防士の工夫や努力を具体
的に捉えられるようにする。     

・消防士の話を聞かせることで、消防士
の願いや努力を捉えさせる。 

◎消防士の仕事と自分たちの生活との関
わりを考えることを通して、自分たち
の生活が消防署で働く方々に支えられ
ていることを感じられるようにする。  

  
 
 
 
 
 
 
中学校 第２学年 特別活動「職場体験から生き方を見つめよう」 学級活動（３） 

◆活動のねらい 

 

 
 
 
◆展開例 

学 習 活 動 指導上の留意点 ◎キャリア教育の視点 
１ 本時のめあてを確認する。 
 
 
 
 
２ 職場体験学習で感じたことについて意見交流する。 

 
３ 「職場体験学習中の自分」について振り返る。 
・職場体験学習中の自分、自分のよさ、これからの課題点につ

いてワークシートに記入する。 
４ グループで、自分のよさや改善点を発表する。 
５ 本時のまとめをする。 
・「これからの自分」について考える。 

◎事前に、自己評価カードに活動の充実度とその理
由を記入させておく。 

・生徒が働いている様子をスライドで提示し、職場
体験学習を想起させる。 

 
・職場体験学習を振り返り、働くことや生き方に関

して自分の考えを深め、今後の生活に生かすこと
がねらいであることをおさえる。 

◎働くことの意義（社会的な役割）や喜び等、分類
して整理し、理解できるようにする。 

◎職場体験学習中の自分の姿を振り返り、自分自身
のよさや課題点を見いだし、交流する中で、互い
のよさを学び合い、さらに高まろうとする意欲が
もてるようにする。 

 
  

５ 授業実践例 

【キャリア教育との関わり】 
消防署などの関係機関に従事する人々が相互に連携し、地域の人々と協力して、災害から人々の安全を守る

活動をしていることを調べることを通して、他者と協働して社会に参画し、よりよい社会を構成していこうと
する態度の育成につながります。さらには、自らが果たすべき様々な立場や役割との関連を踏まえて「働くこ
と」について考える場を位置付けることで、自分と社会との関係を考え、主体的に自らのキャリアを形成して
いく力を育むことに大きく役立ちます。  

○地域において、関係機関が地域の人々と協力して火災の防止に努めていることや、関係機関が相互に連携して、緊

急に対処する体制をとっていることを理解するとともに、火災から地域の人々の安全を守るための関係機関の働き

とそこに従事している人々や地域の人々の工夫や努力を考え適切に表現することができる。  

消防士がいつでもすぐに出動することができるのは、なぜだろう。 

○職業に関する知識や情報を得て、実際に働くことを通して、望ましい職業観や勤労観を育み自己理解を深める中で、

自らの生き方に目を向けることができる。 

○現在の自己の学習と将来の生き方や進路についての課題を見いだし、主体的に学習に取り組み、働くことや社会に

貢献することについて考えることができる。 

【キャリア教育との関わり】 
職場体験学習を通して、新しい環境の中で豊かな人間関係を築きながら、様々な社会的役割や職業及び職業

生活について理解させていきます。人は何のために働くのか、なぜ働かなくてはならないのかを考えることは、
将来、社会人、職業人として自立し、生きがいのある人生を築こうとする力の育成につながります。また、体
験活動を通して得られた気付きや成長を振り返り、自分のよさや課題点を見いだすことで、自分自身の個性や
適正等に関する理解と、自らの思考や感情を律するために必要な技能を高めていきます。 

職場体験学習を振り返り、学んだことを交流し、自分のよさや
課題点を見いだし、これからの生活に生かすとよいことを話し
合おう。 

新学習指導要領では、第３学年の指導内容になります。 
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